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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成21年5月7日(2009.5.7)

【公開番号】特開2008-236255(P2008-236255A)
【公開日】平成20年10月2日(2008.10.2)
【年通号数】公開・登録公報2008-039
【出願番号】特願2007-71516(P2007-71516)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｂ   5/12     (2006.01)
   Ｈ０３Ｂ   5/18     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｂ   5/12    　　　Ｅ
   Ｈ０３Ｂ   5/18    　　　Ｃ

【手続補正書】
【提出日】平成21年3月19日(2009.3.19)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　発振用増幅回路を備える高周波用電圧制御発振回路において、
　前記発振用増幅回路の出力を入力に帰還させる帰還ループに移相回路を設け、
　当該移相回路は、
　前記帰還ループの入力側に直列に接続された容量性可変リアクタンス素子としての第１
のダイオードと、
　前記帰還ループの出力側に直列に接続された容量性可変リアクタンス素子としての第２
のダイオードと、
　前記第１のダイオードと前記第２のダイオードとの間の帰還ループに直列に接続された
容量性可変リアクタンス素子としての第３のダイオードと、
　前記第１のダイオードと前記第３のダイオードとを結ぶ帰還ループに設けられた第１の
並列共振回路、前記第２のダイオードと前記第３のダイオードとを結ぶ帰還ループに設け
られた第２の並列共振回路を有する複同調回路とを備え、
　前記第１の並列共振回路は、容量性可変リアクタンス素子としての第４のダイオードと
誘導性リアクタンス素子としての第１のコイルとを有し、
　前記第２の並列共振回路は、容量性可変リアクタンス素子としての第５のダイオードと
誘導性リアクタンス素子としての第２のコイルとを有することを特徴とする高周波用電圧
制御発振回路。
【請求項２】
　複同調回路の出力側に直列に接続された容量性リアクタンス素子としての第１のダイオ
ードと前記複同調回路における容量性可変リアクタンス素子としての第３のダイオードと
の間に容量性リアクタンス素子としての第１のコンデンサが直列に接続され、前記複同調
回路における容量性可変リアクタンス素子としての第３のダイオードと前記複同調回路の
入力側に直列に接続された容量性リアクタンス素子としての第２のダイオードとの間に容
量性リアクタンス素子としての第２のコンデンサが直列に接続され、前記第１のコンデン
サの一端に誘導性リアクタンス素子としての第１のコイルが接続され、前記第２のコンデ
ンサの一端に誘導性リアクタンス素子としての第２のコイルが接続され、前記第１のコン
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デンサの他端に容量性可変リアクタンス素子としての第４のダイオードが接続され、前記
第２のコンデンサの他端に容量性可変リアクタンス素子としての第５のダイオードが接続
されたことを特徴とする請求項１記載の高周波用電圧制御発振回路。
【請求項３】
　複同調回路における誘導性リアクタンス素子をマイクロストリップラインで形成したこ
とを特徴とする請求項１又は２記載の高周波用電圧制御発振回路。
【請求項４】
　マイクロストリップラインの形状を、馬蹄形状、ドーナッツ形状、４５度のベント処理
されたコの字形状としたことを特徴とする請求項３記載の高周波用電圧制御発振回路。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１７】
　上記従来例の問題点を解決するための本発明は、発振用増幅回路を備える高周波用電圧
制御発振回路において、発振用増幅回路の出力を入力に帰還させる帰還ループに移相回路
を設け、当該移相回路は、帰還ループの入力側に直列に接続された容量性可変リアクタン
ス素子としての第１のダイオードと、帰還ループの出力側に直列に接続された容量性可変
リアクタンス素子としての第２のダイオードと、第１のダイオードと第２のダイオードと
の間の帰還ループに直列に接続された容量性可変リアクタンス素子としての第３のダイオ
ードと、第１のダイオードと第３のダイオードとを結ぶ帰還ループに設けられた第１の並
列共振回路、第２のダイオードと第３のダイオードとを結ぶ帰還ループに設けられた第２
の並列共振回路を有する複同調回路とを備え、第１の並列共振回路は、容量性可変リアク
タンス素子としての第４のダイオードと誘導性リアクタンス素子としての第１のコイルと
を有し、第２の並列共振回路は、容量性可変リアクタンス素子としての第５のダイオード
と誘導性リアクタンス素子としての第２のコイルとを有することを特徴とする。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本発明は、上記高周波用電圧制御発振回路において、複同調回路の出力側に直列に接続
された容量性リアクタンス素子としての第１のダイオードと複同調回路における容量性可
変リアクタンス素子としての第３のダイオードとの間に容量性リアクタンス素子としての
第１のコンデンサが直列に接続され、複同調回路における容量性可変リアクタンス素子と
しての第３のダイオードと複同調回路の入力側に直列に接続された容量性リアクタンス素
子としての第２のダイオードとの間に容量性リアクタンス素子としての第２のコンデンサ
が直列に接続され、第１のコンデンサの一端に誘導性リアクタンス素子としての第１のコ
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イルが接続され、第２のコンデンサの一端に誘導性リアクタンス素子としての第２のコイ
ルが接続され、第１のコンデンサの他端に容量性可変リアクタンス素子としての第４のダ
イオードが接続され、第２のコンデンサの他端に容量性可変リアクタンス素子としての第
５のダイオードが接続されたことを特徴とする。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２３】
　本発明によれば、発振用増幅回路を備える高周波用電圧制御発振回路において、発振用
増幅回路の出力を入力に帰還させる帰還ループに移相回路を設け、当該移相回路は、帰還
ループの入力側に直列に接続された容量性可変リアクタンス素子としての第１のダイオー
ドと、帰還ループの出力側に直列に接続された容量性可変リアクタンス素子としての第２
のダイオードと、第１のダイオードと第２のダイオードとの間の帰還ループに直列に接続
された容量性可変リアクタンス素子としての第３のダイオードと、第１のダイオードと第
３のダイオードとを結ぶ帰還ループに設けられた第１の並列共振回路、第２のダイオード
と第３のダイオードとを結ぶ帰還ループに設けられた第２の並列共振回路を有する複同調
回路とを備え、第１の並列共振回路は、容量性可変リアクタンス素子としての第４のダイ
オードと誘導性リアクタンス素子としての第１のコイルとを有し、第２の並列共振回路は
、容量性可変リアクタンス素子としての第５のダイオードと誘導性リアクタンス素子とし
ての第２のコイルとを有する高周波用電圧制御発振回路としているので、容量性可変リア
クタンス素子での容量の制御により可変バンドパスフィルタの特性にできて、異常発振を
抑制し、位相雑音を改善できると共に、簡易な構成で調整が容易な回路を実現できる効果
がある。
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